
先
日
単
産
の
企
画
で

久
し
ぶ
り
に
小
牧
空

港
を
訪
れ
た
が
、
改

め
て
愛
知
が
武
器
製
造
拠
点

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
▼
自
民
党
大
会
で
は
現

職
自
衛
官
が
国
歌
を
歌
い
、

高
市
首
相
が
「
改
憲
の
時
が

来
た
」
と
ぶ
ち
上
げ
、
「
装

備
移
転
」
の
ま
や
か
し
で
武

器
輸
出
が
緩
和
さ
れ
る
。
か

つ
て
な
く
リ
ア
ル
に
戦
争
の

危
機
を
感
じ
る
状
況
に
、
も

う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ン
ラ
イ
ト
デ
モ

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
か
け
、
声

を
あ
げ
る
人
た
ち
が
続
々
と

増
え
て
い
る
。
初
参
加
も
含

め
多
様
な
人
々
が
気
軽
に
参

加
し
、
性
加
害
へ
の
抗
議
な

ど
テ
ー
マ
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
そ
う
し
た
デ
モ
の
主
催

者
か
ら
は
、
私
た
ち
が
街
頭

の
行
動
を
続
け
て
き
た
こ
と

へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
と
同
時

に
、
コ
ー
ル
や
プ
ラ
カ
な
ど

参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、

通
行
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
す
ご
く
共
感
！
）
▼
一
方
、

音
響
な
ど
の
機
材
手
配
、
妨

害
対
応
な
ど
、
安
心
・
円
滑

な
デ
モ
実
施
に
む
け
私
た
ち

が
協
力
で
き
る
こ
と
も
あ
り

そ
う
だ
。
お
互
い
の
経
験
・

知
恵
・
感
性
・
得
意
技
を
上

手
く
組
み
合
わ
せ
、
「
改
憲

反
対
・
戦
争
反
対
」
で
連
帯

し
、
か
つ
て
な
い
危
機
に
対

抗
し
う
る
か
つ
て
な
い
大
き

な
運
動
を
構
築
で
き
る
と
良

い
と
思
う
。（
Ｗ
）

組合名 金額 組合名 金額

【ＪＭＩＴＵ】 【医労連】

川本製作所 48,810( ベア 40,000) 名南会病院 手当・医療 9,000
介護 14,400

文化シヤッター 19,537(ベア14,000) 南医療生協 医療 7,000( ベア 2,000)
介護10,000(ベア5,000)

ＢＸ紅雲 8,000 北医療生協 手当 2,200 ～ 12,900

東海キャスター 9,000 みなと医療生協 手当 4,700 ～16,000

バルダン 17,923 尾張健友会労組 7,000

【全国一般】        【建交労】

ナトコ 15,476(ベア8,000)、食事手当 1,000 増 大宝運輸 10,000

東信化成 定昇のみ 500 柘運送 7,350

【郵政ユニオン】

日本郵政グループ
全正社員 3.7％改善

（ベア 1.8％＋定昇 1.9％）

名新陸運 定昇 2,000 ＋ベア 2,000

サンワ 2,500

【生協労連】

コープあいち

　　正規・ベア平均 5,000　　
+ 定昇平均 2,000=7,000

　　福祉専任・ベア一律 10,000
+ 定昇平均 3,000=13,000

丸一運輸 1,500

ﾆﾁﾊ J ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 8,000

昭豊運輸 10,000

非正規・時給ベア10 円 中部日本急送 7,000

【建交労】

学童保育支部

中村学童 A 15,000 桑名組運輸 9,000

千種学童 A 40,000 井住運送 9,200

東学童Ａ 15,000 近物レックス 6,800

カンダ CORPR 9,007

東海 CS 9,007

JR 貨物 8,488

◆ 2026 春闘　おもな回答・妥結状況◆

妥結・終結４月２２日現在

　

看
護
師
歴
26
年
。
竹
内
さ

ん
の
原
点
は
、
戦
時
中
に
看

護
婦
だ
っ
た
祖
母
の
存
在
で

す
。
幼
い
頃
、
祖
母
は
『
戦

友
』
を
子
守
唄
の
よ
う
に

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
麻
酔

も
な
く
木
片
を
噛
ま
せ
て
手

術
を
し
た
」
と
い
う
壮
絶
な

記
憶
と
共
に
、
「
戦
争
は
絶

対
や
っ
ち
ゃ
い
か
ん
」
と
繰

り
返
し
た
祖
母
の
言
葉
。
多

く
の
死
を
間
近
に
見
て
き
た

そ
の
姿
は
、
竹
内
さ
ん
の
心

に
「
無
駄
に
し
て
い
い
命
な

ど
な
い
。
苦
し
い
人
の
力
に

な
り
た
い
」
と
い
う
強
い
志

を
刻
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
の
現
場
は
恒

常
的
な
人
員
不
足
に
直
面
し

　

２
０
２
６
国
民
春
闘
は
後
半
に
入
り
ま
し
た
が
、
物
価

高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ
し
て
、
全
国
で
７
割

の
組
合
が
交
渉
を
継
続
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
全
国
一

般
や
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
て
賃
上

げ
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
現
場
を
支

え
る
看
護
助
手
や
介
護
職
の

低
賃
金
に
も
触
れ
、「
全
職
種

の
底
上
げ
こ
そ
が
急
務
」
と

訴
え
ま
す
。
以
前
、
組
合
の

な
い
病
院
で
「
泣
き
寝
入
り
」

を
経
験
し
た
竹
内
さ
ん
は
、

今
の
職
場
で
毅
然
と
交
渉
す

る
看
護
師
の
支
部
長
の
姿
に

希
望
を
見
出
し
ま
し
た
。「
組

て
い
ま
す
。「
す
れ
違
う
仲
間

の
顔
に
元
気
が
な
い
」
と
竹

内
さ
ん
は
嘆
き
ま
す
。
人
員

不
足
ゆ
え
に
休
み
希
望
も
制

限
せ
ざ
る
を
得
ず
、
子
育
て

中
の
職
員
か
ら
は
「
こ
れ
で

は
離
職
の
連
鎖
が
止
ま
ら
な

い
」
と
切
実
な
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

合
は
絶
望
を
希
望
に
変
え
る

場
所
。
一
人
を
『
縫
い
糸
』

に
例
え
る
と
一
本
で
は
心
許

な
い
け
れ
ど
、
千
本
集
ま
れ

ば
大
き
な
船
も
引
け
る
強
い

『
ロ
ー
プ
』
に
な
り
ま
す
。
仲

間
と
合
わ
せ
れ
ば
社
会
は
動

か
せ
る
。
だ
か
ら
、
一
人
で

闘
わ
な
く
て
い
い
ん
で
す
」

　

現
在
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生

児
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
）
で

小
さ
な
命
と
向
き
合
う
竹
内

さ
ん
。
「
赤
ち
ゃ
ん
が
成
長

し
、
お
母
さ
ん
の
腕
に
抱
か

れ
て
お
家
に
帰
っ
て
い
く
。

そ
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ

と
が
、
看
護
師
と
し
て
の
何

よ
り
の
喜
び
で
す
」
と
微
笑

み
ま
す
。

　

ケ
ア
労
働
は
社
会
の
宝
で

す
。
現
場
の
切
実
な
声
を
世

論
の
う
ね
り
に
変
え
、
誰
も

が
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
未
来
を
共
に
切
り
拓

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
文
化
シ
ヤ
ッ

タ
ー
名
古
屋
支
部
は
、
４
月

30
日
に
第
３
波
の
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
て
団
交
に
挑
み
、

第
２
次
回
答
を
７
千
円
上
回

る
１
万
９
５
３
７
円
（
定
昇

＋
ベ
ア
１
万
４
千
円
）
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

　

全
国
一
般
ナ
ト
コ
労
組
で

は
、
組
合
員
で
生
計
費
調
査

の
家
計
簿
を
つ
け
て
賃
上
げ

の
必
要
性
を
確
認
。
団
交
で

の
調
査
実
態
に
即
し
た
切
実

な
訴
え
で
、
一
次
回
答
か
ら

ベ
ア
３
千
円
＋
手
当
の
上
積

み
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

愛労連第１回評議員会

と　き　6 月 13 日（土）

　　　　１３時開会　１５時半学習会　

ところ　労働会館本館会議室

　

祖
母
の
歌
声
が
教
え
て

　

く
れ
た
「
命
の
重
み
」

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
労
連
・
自
治
労
連
は
４

月
25
日
の
「
東
三
河
ナ
ー
ス
・

メ
デ
ィ
カ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
（
豊

橋
駅
周
辺
）」
に
続
き
、
５

月
９
日
に
は
名
古
屋
市
内
で

「
ド
ク
タ
ー
・
ナ
ー
ス
・
介

護
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
実
施
。
大

幅
賃
上
げ
や
増
員
、
夜
勤
改

善
・
長
時
間
労
働
の
是
正
を

求
め
て
行
動
し
ま
す
。

　

愛
労
連
で
は
、
５
月
31
日

「
ケ
ア
労
働
者
の
た
め
の
全

国
い
っ
せ
い
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

東三河ナース・メディカルウェーブにて (4/25)
自治労連豊橋市職労病院支部書記長　竹内宏美さん

　

５
月
12
日
の
「
看
護
の
日
」
を
前
に
、
医
療
・
介
護
現
場
は
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い

ま
す
。
朝
ド
ラ
『
風
、
薫
る
』
で
は
明
治
の
看
護
婦
が
古
い
価
値
観
に
立
ち
向
か
う
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
の
今
も
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
は
、
公
共
性
の
高
さ
に
見
合
っ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
豊
橋
市
民
病
院
・
看
護
師
で
自
治
労
連
豊
橋
市
職
労
病
院
支

部
書
記
長
の
竹
内
宏
美
さ
ん
に
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　

千
本
の
糸
が
強
い

　

「
ロ
ー
プ
」
に
な
る
力

　

小
さ
な
命
が

　

「
お
う
ち
に
帰
る
」
喜
び

ケア労働の価値に見合う処遇をケア労働の価値に見合う処遇を

　

ケ
ア
労
働
は
社
会
の
宝

　

誇
り
を
持
っ
て
働
き
た
い

－戦時中の志を胸に
　　誰もが働き続けられる現場へ

一
人
ひ
と
り
の
声
を
紡
ぎ
、

社
会
を
動
か
す
確
か
な
力
へ

と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

東三河ナース・メディカルウェーブ
豊橋駅ペデストリアンデッキで署名集めに奮闘

春
闘
後
半
ね
ば
り
強
く

団
交
重
ね
上
積
み
か
ち
と
る

5 月 31日（日）

労働相談ホットライン

0120-378-060

ケア労働者のための

10 時 ～ 19 時相談無料
秘密厳守

職場の未加入者や家族知人などに
ご紹介ください

メール相談
月～金・祝祭日除く
１０時～１７時

平日も同じフリー
ダイヤルで相談を
受け付けています。
メールでの相談も
できます。

（1） 愛　労　連 No.395 2026年5月10日発行2026 年 6 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2026年6月号
発行人  竹内　創

 URL http://www.airoren.gr.jp

395
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名古屋駅のきしめん　住よし

　

名
古
屋
駅
を
訪
れ
た
人
な

ら
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
の
が
「
き
し
め
ん 

住

よ
し
」
で
す
。

　

駅
ホ
ー
ム
に
立
ち
込
め
る

出
汁
の
香
り
に
誘
わ
れ
、
つ

い
立
ち
寄
っ
て
し
ま
う
人
も

多
い
名
古
屋
駅
ホ
ー
ム
の
名

物
店
で
す
。
新
幹
線
ホ
ー
ム

で
発
車
の
ベ
ル
を
聞
き
な
が

ら
ス
リ
ル
を
味
わ
う
の
が
最

高
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
頼

ん
で
か
ら
数
分
で
で
き
あ
が

る
と
い
う
の
が
う
れ
し
い
で

す
。
し
か
し
味
は
高
級
店
に

負
け
な
い
も
の
が
あ
り
、
厚

削
り
節
を
使
っ
た
力
強
い
出

汁
と
幅
広
の
麺
が
織
り
な
す

奥
深
い
味
わ
い
で
、
一
度
食

べ
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
魅
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
幹
線

ホ
ー
ム
だ
け
で
な
く
在
来
線

ホ
ー
ム
に
も
あ
り
ま
す
。

4/8

4/9

4/19

5/3

第３回単産地域代表者会議が開催され
春闘の報告と大幅賃上げにむけた後半
のたたかいへの意思統一がされた

賃金上げろ！最賃ビッグアクション宣伝
を名古屋駅前で開催、28 人が参加し今
すぐ時給 1800 円めざせ 2000 円を訴え

あいち総がかり行動が光の広場で集会
を開催。750 人超が参加し憲法９条を守
り希望ある社会を次世代へと呼びかけた

憲法会議市民の集いを名古屋市公会堂
で開催し 1700 人が参加。憲法改正反対
のデモ行進にも多数の参加があった

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

　

地
域
の
メ
ー
デ
ー
は
、
県
内
５
カ
所
で
開
催
さ
れ

合
計
５
０
６
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

【
参
加
内
訳
】
東
三
河
１
７
６
人
、尾
中
１
５
０
人
、

尾
北
70
人
、
尾
東
60
人
、
一
宮
50
人
（
室
内
集
会
へ

変
更
）　

　

※
安
城
西
三
河
地
区
は
雨
天
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

各地域メーデーも元気にアピール

【ご臨席】	

　日本共産党愛知県委員会　委員長　石山淳一　氏

　社民党愛知県連合　常任幹事　大西雅人　氏

　新社会党愛知県本部　委員長　保田泉　氏

　緑の党グリーンズジャパン東海　共同代表　尾形慶子　氏

【メッセージ】

　愛知県知事　　大村秀章　氏

　元衆議院議員　れいわ新選組　つじ恵　氏

第 97 回愛知県中央メーデーに

ご臨席・メッセージをいただいたみなさま

ご臨席・メッセージありがとうございました。

デコレーションコンクール
審査結果

◆デコレーション部門

　最優秀賞　新婦人中支部

　優秀賞　　建交労あいち女性部

◆仮装着ぐるみ部門

　最優秀賞　福保労かわらまち分会

◆横断幕・プラカード部門	

　最優秀賞　名古屋大学職員組合

　優秀賞　　自治労連愛知県本部

　　同　　　年金者組合女性部

デコレーション部門最優秀
賞、新婦人中支部の作品と制
作者のみなさん。平和と憲法
守れ！を視覚とともに音の
なるグッズでもアピール。

★みんなの要求を形にしてアピール★

メ
ー
デ
ー

み
ん
な
の
力

【
参
加
者
の
声
】メ
ー
デ
ー

初
参
加
。
団
結
し
て
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
が
目
の

当
た
り
に
で
き
て
よ
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が

集
ま
っ
て
い
て
、
団
体
は

違
っ
て
も
め
ざ
す
こ
と
は

一
緒
で
集
ま
る
こ
と
が
大

事
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

検
数
労
連
・
名
古
屋
支
部

新
入
社
員
の
活
動
に
位
置

付
け
て
28
人
が
参
加

　

５
月
１
日
は
メ
ー
デ
ー
で

す
。
世
界
80
カ
国
、
そ
し
て

韓
国
で
も
今
年
か
ら
公
務
員

や
教
員
を
含
め
て
法
定
休
日

と
な
り
ま
し
た
。「
５
月
１
日

は
労
働
者
の
休
日
」
と
い
う

世
界
の
常
識
を
、
日
本
で
も

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
、
世
界
は
危
険
な
岐

路
に
立
っ
て
い
ま

す
。「
力
に
は
力
」

で
軍
事
費
拡
大
や

武
器
輸
出
を
進
め

る
姿
勢
で
は
、
平

和
は
守
れ
ま
せ
ん
。

80
年
前
の
反
省
か

ら
生
ま
れ
た
憲
法
９
条
は
私

た
ち
の
宝
で
す
。
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条

約
を
批
准
し
、
憲
法
を
活
か

し
た
対
話
外
交
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
は
愛

知
か
ら
17
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。「
私
た
ち
は
沈
黙
し

な
い
」
の
現
地
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
胸
に
、核
廃
絶
に
連
帯
し
、

対
話
を
重
ん
じ
る
日
本
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

物
価
高
の
中
、「
時
給
１

５
０
０
円
」
で
も
生
活
は
困

難
で
す
。
愛
知
で
人
間
ら
し

く
暮
ら
す
に
は
時
給
１
８
０

０
円
以
上
が
必
要
で
す
。
軍

事
費
を
削
り
、
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
と
中
小
企
業
支
援

を
進
め
、
全
国
一
律
最
低
賃

金
１
８
０
０
円
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。
社
会
保
障
の
「
効

率
化
」
で
高
齢
者
や
現
役
世

代
に
負
担
を
強
い
る
政
治
は

も
う
終
わ
り
で
す
。
過
労
死

を
招
く「
定
額
働
か
せ
放
題
」

は
言
語
道
断
。
長
時
間
労
働

を
な
く
し
、
Ａ
Ｉ
等
で
生
ま

れ
た
時
間
は
、
労
働
者
の
ゆ

と
り
と
し
て
還
元
さ
れ
る
べ

き
で
す
。ま
た
、女
性
の
４
割

以
上
が
最
低
生
計
費
以
下
で

す
。
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
の

愛
知
の
男
女
賃
金
格
差
の
解

消
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

の
実
現
こ
そ
が
、
日
本
を
変

え
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
決
し
て
無
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
の
行

動
が
時
代
を
動
か
し
ま
す
。

　

戦
争
反
対
、大
幅
賃
上
げ
、

時
短
を
勝
ち
取
り
、
誰
も
が

尊
厳
を
持
っ
て
働
け
る
社
会

を
共
に
切
り
拓
き
ま
し
ょ

う
！

軍
拡
よ
り
く
ら
し
・
賃
上
げ

 
５
月
１
日
・
世
界
の
労
働
者
と
連
帯

実行委員長 

西尾美沙子 

第 97回
愛知県中央
メーデー

議長団

　

５
月
１
日
、
全
国
２
４
０

カ
所
以
上
の
会
場
で
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
で
は
名
古
屋
市
中
区

の
テ
レ
ビ
ト
ー
ヒ
ロ
バ
で
県

中
央
メ
ー
デ
ー
集
会
、
そ
の

他
５
地
域
で
メ
ー
デ
ー
集
会

が
開
催
さ
れ
、
県
中
央
メ
ー

デ
ー
に
８
０
０
人
、
地
域

メ
ー
デ
ー
に
５
０
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
西
脇
敬
名
港

労
協
議
長
の
開
会
宣
言
、
西

尾
美
沙
子
愛
労
連
議
長
の
挨

拶
後
、
来
賓
の
自
由
法
曹
団

の
伊
藤
勤
也
弁
護
士
か
ら

は
、
平
和
と
憲
法
の
大
切
さ

に
つ
い
て
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、労

働
組
合
や
団
体
の
８
人
が
、

賃
上
げ
・
権
利
向
上
・
反
核
平

和
・
教
育
・
食
と
農
業
・
消

費
税
な
ど
を
訴
え
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
雨

天
に
よ
り
デ
モ
行
進
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
デ
モ
用

ア
ピ
ー
ル
を
会
場
で
声
を
合

わ
せ
て
コ
ー
ル
し
、
多
く
の

仲
間
で
元
気
に
意
思
統
一
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

４
万
人
と
の
対
話
で
４
千
人
の
仲
間
を
迎
え
入
れ
よ
う

100
％
加
入
め
ざ
し
て
職
場
で
ね
ば
り
強
く
呼
び
か
け

４月～６月

組織拡大
月間

生協労連

古家祐太朗さん

愛高教

松本陵子さん

来賓

自由法曹団

伊藤勤也弁護士

愛知県は武器製造日本一。メイドインジャ
パンの武器が他国の子どもの命を奪うな
んて事は許したくない。愛知県を戦争の
拠点ではなく、平和の拠点にしよう！

平和委員会・矢野創さん

アメリカとイスラエルによるイラン攻撃
で、運輸業界は大きな痛手を受けていま
す。トランプ大統領は戦争をやめろ！　　
ホルムズ海峡の自由往来を保障しろ！

建交労・前原隆哉さん

石油危機で多くの現場が苦境に立たされ
ています。10 月のインボイス制度の経過
措置改悪は大増税につながります。即刻
中止を！インボイス制度は廃止一択！

ストップインボイス・生田恵子さん

女性の低賃金が年金にも反映します。最低
保障年金の実現を。女性の低年金をなく
し、世代を超えて「ジェンダー平等」の
未来をつくろう！

年金者組合・石原愛子さん

深刻な教員不足で教職員の心身は限界。　
誇りとやりがいを持って働けるよう、　　
子どもたちの未来を守り、
働く全ての人の尊厳を守ろう！

名高教・加藤司さん

食料自給率は４割に満たずエンゲル係数
は４４年ぶりの高水準。生産者と消費者
の食を守るため、高市政権は農家への所
得保障の法制化をおこなえ！

愛知農民連・伊藤政志さん

専門職にふさわしい賃金を。医療介護な
くして人々の生活は成り立たない！人々
の生活を支えるケア労働者の大幅賃上げ
勝ちとるぞ！

医労連・原真理子さん

市民のために誇りを持って働くために、
毎年の任用更新、５年ごとの公募など、　
不安定な制度を変えたい。会計年度任用
職員の処遇改善を求めてがんばるぞ！

自治労連・永井優子さん

　

３
月
28
日
、
西
三
河
地
域

に
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
働
く

労
働
者
が
、
労
働
組
合
を
結

成
し
ま
し
た
。
結
成
の
き
っ

か
け
は
、
休
日
の
削
減
、
院

長
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

院
長
の
機
嫌
・
好
き
嫌
い
な

ど
で
ボ
ー
ナ
ス
が
減
ら
さ
れ

る
な
ど
、
看
護
師
か
ら
勤
務

環
境
の
悪
さ
を
訴
え
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
で
し
た
。
給
与
制
度
の
改

悪
が
４
月
に
迫
っ
て
い
る
事

か
ら
、
緊
急
で
組
合
結
成
を

決
意
し
、
４
月
７
日
に
院
長

に
結
成
通
告
と
要
求
書
・
団

院
長
の
ワ
ン
マ
ン
経
営
許
さ
な
い

医
労
連
が
新
組
合
を
結
成

体
交
渉
の
申
し
入
れ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
結
成
通
告
後

は
、
院
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
減

る
な
ど
、
さ
っ
そ
く
組
合
結

成
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
西
三
河
労
連

に
も
所
属
し
、
引
き
続
き
要

求
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

検
数
労
連
で
は
、
４
月
10

　

自
治
労
連
の
名
古
屋
市
職

労
で
は
、
４
月
１
日
に
各
職

場
で
組
合
説
明
会
を
お
こ

な
っ
た
後
、４
月
７
、
８
日
の

日
に
組
合
説
明
会
と
歓
迎
会

を
開
催
し
、
若
手
の
組
合
員

も
参
加
し
て
対
話
を
す
す

め
、
入
社
し
た
13
人
全
員
の

加
入
に
繋
が
り
ま
し
た
。

動
者
歓
迎
会
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
対
話
を
続
け
て

新
人
研
修
会
の
後
で
も
組
合

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
再

度
の
呼
び
か
け
で
、
初
日
の

説
明
会
で
迷
っ
て
い
た
人
の

加
入
に
繋
が
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
賃
金
学
習
会
や
異

お
り
、
粘
り
強
く
組
織
拡
大

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

青
年
部
や
２
年
目
の
若
手
が

実
行
委
員
を
担
う
新
人
歓
迎

会
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
４
月
23
日
に
開

催
し
２
４
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
規
加
入
者
の
フ
ォ

ロ
ー
と
と
も
に
、
実
行
委
員

と
な
っ
た
若
手
組
合
員
の
組

合
活
動
の
第
一
歩
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
治
労
連
の
西
尾
市
職
病

院
支
部
で
は
、
新
人
説
明
会

の
際
、
そ
の
場
で
は
加
入
に

至
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
に
、

加
入
用
紙
の
提
出
先
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
お
い
た

ナ
ツ
と
飲
み
物
を
配
り
な
が

ら
対
話
を
す
す
め
３
人
の
加

入
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
は
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
西
部

医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
ド
ー
ナ

ツ
と
と
も
に
加
入
を
呼
び
か

け
る
行
動
を
実
施
、
１
回
で

あ
き
ら
め
ず
、
第
２
第
３
の

と
り
く
み
を
準
備
し
て
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

自
治
労
連
・
医
労
連
の
名

古
屋
市
立
大
学
教
職
員
組

合
・
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー
支

部
は
、４
月
14
日
の
夕
方
、加

入
を
呼
び
か
け
る
コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
イ
ク
を
実
施
し
、
ド
ー

所
、
後
日
４
人
が
自
ら
加
入

用
紙
を
持
参
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ツ
を
配
り
対
話

　

加
入
を
呼
び
か
け
る

　

若
手
組
合
員
の
力
で

　
　

１
０
０
％
加
入
へ

　

説
明
会
後
で
も

　
　

加
入
め
ざ
し
奮
闘

◆メーデー挨拶要旨◆ 

名古屋市職労新人研修会アピール
みんなで力を合わせて奮闘

【
参
加
者
の
声
】メ
ー
デ
ー

は
初
め
て
。
こ
れ
だ
け
の

仲
間
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
が
わ
か
り
参
加
し

て
良
か
っ
た
で
す
。
職
場

は
、
子
育
て
世
代
も
い
る

の
で
、
み
ん
な
が
働
き
や

す
い
環
境
に
な
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

建
交
労
約
50
人
が
参
加

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
で
奮
闘

自治労連福祉保育労検数労連

建交労

未来を変える！未来を変える！わたしたちが
声をあげて

テレビ局５社（東海・中京・ＣＢＣ・メーテレ・テレビ愛知）、
新聞３社（中日・赤旗・愛知民放）が取材・報道。マスコミの注目を集めた

一宮地方 尾張中部地区

東三河地区尾張東地域
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「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
事
務

員
を
作
ら
な
い
」
と
活
動
す

る
長
尾
忠
昭
さ
ん
は
、
弁
護

士
事
務
所
で
働
い
て
い
ま

す
。
裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
で
裁
判

所
へ
行
く
こ
と
が
減
り
、
他

事
務
所
の
労
働
者
と
の
繋
が

り
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

中
、
地
域
の
法
律
事
務
所
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
通
し

て
繋
が
る
と
り
く
み
を
続
け

て
い
ま
す
。
待
っ
て
く
れ
て

い
る
人
や
、
び
っ
し
り
と
悩

み
を
書
き
込
む
人
も
多
く
、

労
働
組
合
の
力
で
声
に
応
え

て
職
場
の
改
善
が
で
き
れ

ば
、
と
長
尾
さ
ん
。

　

東
海
法
労
は
、
名
労
連
の

結
成
に
向
け
て
の
会
議
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
職
場
に
労

働
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る

中
、
組
合
の
存
在
自
体
が
知

ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
課
題

を
感
じ
て
い
ま
す
。
名
労
連

で
地
域
に
労
組
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
法
律
事
務

員
と
し
て
地
域
の
労
働
者
の

労
働
条
件
、人
権
、平
和
運
動

な
ど
の
向
上
に
繋
が
る
力
に

し
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

「
仲
間
だ
と
思
っ
て
繋
が

る
こ
と
が
大
切
」
と
長
尾
さ

ん
。「
呼
び
か
け
ら
れ
た
デ
モ

に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
実

は
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
労
働
組
合

に
も
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て

い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と

思
う
。
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
和
活
動
に
も
奮
闘
す
る

多
忙
な
中
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
の
根
尾
選
手
推
し
、
映
画

や
ド
ラ
マ
の
鑑
賞
や
読
書
な

ど
多
趣
味
な
長
尾
さ
ん
。
映

画
「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
」
は
核
抑
止
力
の

も
ろ
さ
が
描
か
れ
お
す
す
め

と
の
こ
と
で
し
た
。

NO.186
東海法労

長尾忠昭 さん
東海法労

（副委員長）

名
労
連
で
地
域
と
つ
な
が
り

権
利
の
向
上
め
ざ
す

■ WHEN WE FIGHT 上映会
5 月 16（土）13:30
労働会館東館２階ホール
■東海自治体学校
5 月 17 日（日）10:00
名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
■最賃ビッグアクション宣伝
5 月 22 日（金）17:30
名古屋駅桜通口交番前
■非正規全国交流集会 in 滋賀
6 月 6 日 (土)～ 7 日 (日)
滋賀県＆リモート
■パート臨時労組連絡会総会
6 月 21（日）13:00
労働会館東館ホール

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 7 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 394 号（5 月号）の

クロスワードパズルの答えは「シロツメグサ（白

詰草）」でした。正解者の中から抽選で下記の 10

名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①  一本の傘に男女二人で入る

⑦　転ばぬ先の……

⑧　南京豆の別名。ピーナッツ

　　とも言います

⑪　秋田の民謡。ドン……節

⑫　中はカラッポです

⑬　紅玉と書く宝石

⑮　対義語は「釈放」

⑰　乗り物を使わず歩くこと

⑱　溺れる人はつかみます

⑲　リオで有名な謝肉祭

　マーク・トウェインの小説

　　『……・ソーヤーの冒険』

　家に居るのに不在を装う

　突いて出来た傷　

①　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
の
弓
の
的

②　

イ
プ
セ
ン
作
『
人
形
の
…
…
』

③　

首
都
は
テ
ヘ
ラ
ン

④　

６
…
…
の
誕
生
石
は
パ
ー
ル

⑤　

♪
…
…
の
細
い
道
を
夏
の
雨
に

　
　

う
た
れ

⑥　

首
都
は
ベ
ル
リ
ン

⑨　

客
を
も
て
な
す
…
…
係

⑪　

ゴ
ル
フ
で
コ
ー
ス
を
一
巡
す
る

　
　

基
準
打
数

⑭　

ビ
ー
ル
を
専
門
に
飲
ま
せ
る
店

⑮　

魚
ヘ
ン
に
雪
と
書
い
て
？

⑯　

ペ
ル
シ
ャ
湾
と
オ
マ
ー
ン
湾
を

　
　

結
ぶ
…
…
海
峡

⑰　

対
義
語
は
「
田
舎
」

⑱　

四
分
の
三
拍
子
の
円
舞
曲

⑳　
木
材
の
つ
や
出
し
に
使
う
塗
料

　

…
…
は
金
な
り　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
５
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

井
上　

俊
之　

（
名
水
労
）

今
泉　

紘
代  

（
豊
川
市
職
労
）

神
谷　

怜
弥　

（
福
祉
保
育
労
）

久
保　

麻
里
子 （
東
海
法
労
）

中
澤　

香
澄  

（
豊
川
市
職
労
）

服
部　

淳
一　

 

（
名
水
労
）

原
田　

寛　

  

（
年
金
者
組
合
）

松
本　

竹
敏  

（
名
古
屋
市
職
労
）

横
井　

孝
幸  

（
名
水
労
）

横
江　

浩
美　

（
医
労
連
）�

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、6 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

　

４
月
27
日
か
ら
５
月
22
日

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
中
の
「
第
11
回

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
」
に
合

わ
せ
、
愛
知
か
ら
代
表
団
17

人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
米

国
や
核
保
有
国
に
核
兵
器
廃

絶
の
世
界
的
な
世
論
で
迫
る

た
め
に
、
福
祉
保
育
労
や
金

融
ユ
ニ
オ
ン
、
名
南
会
、
北

医
療
生
協
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
。
現
地
で
代
表
団
は
、

中
満
泉
国
連
事
務
次
長
・
軍

縮
担
当
上
級
代
表
と
懇
談
し

ま
し
た
。中
満
氏
か
ら
は
「
合

意
文
書
」
の
成
立
に
向
け
、

市
民
社
会
か
ら
も
各
国
政
府

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
と
の
要
請
を
受
け
ま
し

た
。
参
加
し
た
愛
友
会
理
事

長
の
金
本
弘
さ
ん
は
、「
署
名

や
国
へ
の
意
見
書
活
動
の
重

要
性
を
改
め
て
確
信
し
た
。

帰
国
後
も
決
意
を
新
た
に
活

動
を
広
げ
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

５
月
６
日
、
国
民
平
和
大

行
進
が
東
京
都
の
「
夢
の
島
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
国
通
し
行
進
者
（
東
京
・

広
島
コ
ー
ス
）
の
三
浦
コ
ト

あいち平和行進
詳細はこちら

愛知からＮＰＴ再検討会議に１７人が参加
市民社会から核廃絶へ働きかけを

子
さ
ん
（
新
婦
人
尾
張
旭
支

部
・
愛
知
県
平
和
委
員
会
）

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
代
表
団
に
も
参

加
、
Ｎ
Ｙ
か
ら
帰
国
後
す
ぐ

に
歩
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

「
平
和
行
進
」
は
、
１
９

５
８
年
６
月
か
ら
始
ま
り
、

国
内
で
最
大
の
草
の
根
平
和

運
動
で
す
。
各
地
を
歩
き
な

が
ら
市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
、
署

名
集
め
、
自
治
体
へ
核
廃
絶

へ
の
賛
同
要
請
や
懇
談
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
愛

知
は
５
月
30
日
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
職
場
・
地
域
か
ら

一
歩
で
も
二
歩
で
も
参
加
し

て
、
声
を
集
め
て
い
く
こ
と

㊤
Ｎ
Ｙ
の
メ
ー
デ
ー
に
も
参
加

し
た
愛
知
県
代
表
団

㊨
Ｎ
Ｙ
公
共
図
書
館
前
で
の
パ

レ
ー
ド
出
発
集
会

　

平
和
行
進
が
ス
タ
ー
ト

　

５
月
30
日
か
ら
愛
知
入
り

■
春
闘
で
勝
ち
取
っ
て
き
た

組
合
の
成
果
を
見
て
、
ど
の

組
合
も
声
を
上
げ
て
頑
張
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

粘
り
強
く
諦
め
ず
に
交
渉
を

重
ね
る
こ
と
が
大
切
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
頑

張
り
ま
す
！
（
梅
村
円
香
・

福
祉
保
育
労
）

■
国
同
士
の
複
雑
な
関
係
が

日
本
の
働
く
人
々
の
生
活
や

安
心
し
た
日
々
を
お
び
や
か

が
核
廃
絶
へ
の
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
当
日
参
加
が
難

し
い
人
も
、
職
場
で
折
り
鶴

を
集
め
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
思

い
を
発
信
す
る
な
ど
、
様
々

な
方
法
で
平
和
行
進
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

◆ＮＰＴ行動に参加して◆
福祉保育労・大川彩子さん

ＮＰＴ会議初日のイランの副議長就任へ

の議論とメーデーが印象に残りました。日

本のメーデーとは全く違い、本当に労働者

のお祭りみたいでした。マムダニ市長も参

加していて、市長と参加者とのかけあい「

ユニオン！ストロング！」カッコよかった

です！デモ行進も道路を全部封鎖し歩行

者天国に。沿道の人は手を振ってくれ、車

から降りて応援など、みんなの一体感がと

ても感動しました。

福祉保育労・越須賀舞さん

国連での会議傍聴、日本や韓国の被爆者の

訴え、マーシャル諸島の核実験被害、アメ

リカで平和活動や労組運動に奮闘するみ

なさんの熱い思いなどを聴き、『核は絶対

にダメだ』という事への確信が強まりまし

た。思いを周りに広げながら手をつなぎ合

っていきたい。自分自身になにができるの

かという視点で生きていきたいと感じる

経験でした。

福祉保育労・西川佳寿さん
繋がりを多く感じることができました。代

表団や海外のなかまとの出会い、交流、被

爆者との対話などで自分の視野が広がっ

ていきました。この機会をきっかけに、自

分の感じたことを伝えて、運動の力にして

いきたいと思いました。

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
働

く
人
々
が
自
分
の
生
活
を
安

心
し
て
働
き
す
ご
せ
る
よ
う

戦
争
へ
と
向
く
政
治
が
私
た

ち
労
働
者
に
向
い
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。（
神
谷

怜
弥
・
福
祉
保
育
労
）

■
石
油
が
ら
み
の
物
が
す
べ

て
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
物

価
も
一
段
と
高
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
早
く
平
和
な
世
の

中
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。（
井
上
俊
之
・
名
水
労
）

■
み
ん
な
の
声
で
、
こ
れ
が

最
後
の
応
募
に
な
り
ま
す
、

と
紹
介
さ
れ
た
文
を
拝
見
し

「
あ
あ
、勤
め
上
げ
ら
れ
た
ん

だ
な
。
素
晴
ら
し
い
な
」
と

思
う
一
方
で
「
自
分
も
そ
ん

な
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
で
も
、

そ
ん
な
日
を
迎
え
る
た
め
に

頑
張
ろ
う
、
と
心
が
動
か
さ

れ
ま
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
今
泉
紘
代
・

豊
川
市
職
労
）
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